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３パスの正確性及び遠投力と筋力の関係
表５は，男女別に的当ての各距離における得
点及び遠投距離と筋力との相関係数を示したも
のである。
表５より，男子において遠投距離と背筋力，
握力，前腕伸展力，腰伸展力，膝伸展力及び足
首屈曲力の間に0.39～0.64の有意な相関係数が
'土１回当りの遠投距離が約9.4ｍであること及
び遠投距離との相関も比較的高いことから，長
い距離での正確性には遠投力が大きく関連して
いるものと推測される。
よって，女子においては正確性を高めてやる
ためには，技術的側面とともに遠投力を高める
必要があると考えられる。
表５的当て得点及び遠投距離と筋力の相関係数
＊：Ｐ＜０．０５
中＊：Ｐ＜０．０１
下腿屈筋群が主に関与する筋群である7)。
これらのことから，男子の遠投力に関連する
主動筋群は前腕屈筋群，手筋群，上腕伸筋群，
大殿筋及び大腿屈筋群，大腿伸筋群，下腿屈筋
群及び背筋群であり，遠投力は他の筋群の中で
もこれらの筋群と関連が高いと推測される。女
子においては，上腕伸筋群，上腕屈筋群，上腕
外転筋群，大殿筋及び大腿屈筋群が主動筋群と
してパスの遠投力に関連しており，比較的上肢
の筋群に多くみられる傾向があると考えられ
る。
土谷(1984)36)はパスやトスの成就に関与する
認められた。
女子においては，前腕伸展力，前腕屈曲力，
肩屈曲力及び腰伸展力に0.40～047の有意な相
関係数が認められた。
背筋力テストには背筋群が，握力テストには
前腕屈筋群と手筋群が，手首伸展力テストには
前腕屈筋群が，前腕伸展力テストには上腕伸筋
群が，前腕屈曲力テストには上腕屈筋群が，及
び肩屈曲力テストには上腕外転筋群が主に関与
する筋群である7)。また，腰伸展力テストは大殿
筋及び大腿屈筋群(大腿を後方へ引く），膝伸展
力テストは大腿伸筋群及び足首屈曲力テストは
'性
別
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筋群として手筋群,前腕屈筋群,上腕外転筋群，
上腕伸筋群，背筋群，腹筋群，殿筋群，大腿伸
筋群及び下腿屈筋群をあげている。本研究では
それらの筋群のうち特に遠投力と関与が高い筋
群が明らかになったと考えられる。
次に，男子の的パステストと筋力テストの間
に有意な相関係数が得られたのは，垂直標的６
ｍと手首屈曲力及び前腕屈曲力，水平標的９ｍ
と足首屈曲力であった。
よって,パスの正確性と筋力の関係について，
男子では正確性に特に関連が高い筋群は認めら
れなかった。本研究では９ｍまでの距離で的当
てテストを行ったが，男子の１回当りの遠投距
離が約13.4ｍであったため今回のような結果が
得られたものと考えられる。この問題に対して
は，豊島ら33)が示唆したように筋出力に関する
要因が大きく影響したのではないかと推測さ
れ，今後検討する必要があると考えられる。
女子においては，垂直標的９ｍと前腕伸展力，
前腕屈曲力，腰伸展力，膝伸展力，足首屈曲力，
水平標的３ｍと前腕伸展力，肩屈曲力，足首屈
曲力，水平標的６ｍ及び９ｍと手首屈曲力，前
腕伸展力，前腕屈曲力，肩屈曲力，腰伸展力，
膝伸展力，足首屈曲力に有意な相関係数が認め
られた。
これは’1回当りの遠投距離が約9.4ｍである
ことから，正確性に遠投力が大きく関連するた
めであると推測される。よって，女子において
は前腕屈筋群，上腕伸筋群，上腕屈筋群，上
腕外転筋群，大殿筋，大腿屈筋群，大腿伸筋群
及び下腿屈筋群がパスの正確性に関与が高い主
動筋群であると推測され，女子の正確性を高め
るためには遠投力と共にこれらの筋群によって
発揮される筋力を高めるようなトレーニングも
指導する必要があると考えられる。
しかし，今回，垂直標的と水平標的において
同様な傾向が認められなかったことについて
は，テスト方法の違い及び各個人における標的
認識の違いが影響したものと考えられ，今後さ
らに検討する必要がある。
まとめ
本研究の目的は，大学バレーボール部に所属
する男子27名，女子42名（筋力テストに関して
は男子26名，女子31名）を対象として，バレー
ボールのオーバーハンドパスの遠投力（距離パ
ス能力）と正確性（ボールコントロール能力）
の関係を明らかにすると共に，それらにどのよ
うな筋群が主動筋群として関連しているのかを
検討することであった。
本研究で用いた標本，テスト変量・方法，解
析法などによる限界の下で以下の結論が得られ
た。
’オーバーハンドパスの遠投力及び９ｍの距
離での垂直標的に対するパスの正確性には性
差が認められた。
２オーバーハンドパスの正確'性は男女共，目
標物に対する距離が長くなる程低下すること
が認められた．また，９ｍ以下の距離におけ
るパスの正確性に対する遠投力の関連の程度
は男子において低いと推測されるが，女子に
おいては高いと推測された。
３男子の遠投力に関連が高いと考えられた主
動筋群は前腕屈筋群，手筋群，上腕伸筋群，
大殿筋，大腿屈筋群，大腿伸筋群，下腿屈筋
群及び背筋群であった。
女子については，上腕伸筋群,上腕屈筋群，
上腕外転筋群，大殿筋及び大腿屈筋群が主動
筋群としてパスの遠投力に関連が高いと考え
られた。
４パスの正確性と筋力について，男子では特
に関連が高い筋群は認められなかったが，女
子では前腕屈筋群，上腕伸筋群,上腕屈筋群，
上腕外転筋群，大殿筋，大腿屈筋群，大腿伸
筋群及び下腿屈筋群がパスの正確,性に高く関
連すると推測された。
以上のことより，女子におけるパスの正確性
を高めるためには技術的指導と共に遠投力及び
それらに関連が高い筋群によって発揮される筋
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